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公 表
します

平
成
1
1年
度
上
半
期
財
政
状
況

区
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
財
政
の
実
態
を
皆

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
1
1年

度
上
半
期
の
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(

図
表
は
n
年
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

1
1年
度
上
半
期
財
政
運
営
の
状
況

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度

当
初
比
2
4
%
、
4
7億
円
の
増
と
、
昨
年

に
引
き
続
き
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設
、

梅
島
小
学
校
の
改
築
、
千
住
庁
舎
(
福

祉
事
務
所
・
区
民
事
務
所
・
保
健
所
)

の
建
設
費
な
ど
投
資
的
経
費
が
増
加
し

た
こ
と
や
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
が
2
0億
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
歳
入
面
で
は
特
別

区
財
政
調
整
交
付
金
が
2
5億
円
減
額
と

な
る
な
ど
、
財
源
不
足
が
深
刻
化
し
て

き
て
お
り
、
歳
出
の
伸
び
に
対
応
す
る

た
め
1
4
6億円
の
基
金
の
取
り
崩
し
、
運

用
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
第
一
次
補

正
予
算
で
は
、
特
別
区
民
税
が
恒
久
的

減
税
分
3
9億
円
を
含
む
4
9億
円
も
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

景
気
低
迷
に
よ
ぴ
税
収
の
増
加
が
見

込
め
な
い
中
、
扶
助
費
を
中
心
と
し
た

義
務
的
経
費
の
増
、
ま
た
1
2年
度
か
ら

区
に
移
管
さ
れ
る
清
掃
事
務
に
係
る
経

費
や
并
護
保
険
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、

行
政
需
要
は
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ

れ
零
丁
。

こ
9

に写
な
状
況
に
対
し
、
区
で
は

遅
く
と
も
1
3年
度
ま
で
に
、
現
在
の
赤

字
体
質
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
当
面
の

目
標
に
掲
げ
、
さ
ら
に
弾
力
的
で
強
固

な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、
そ
の

方
向
性
を
示
す
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
の

効
率
的
執
行
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化

を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
頤
い

い
た
し
ま
す
。

各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1
1年
度
上
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

「
新
田
」
開
設

ワ
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
「
新
田
」
開
設

▽
西
新
井
栄

町
住
区
セ
ン
タ
ー
開
設

マ
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
「
千
住
関
屋
町
」(
都
住
)
開
設

▽
(
仮
称
)
生
涯
学
習
総
合
施
設
建
設

工
事

▽
梅
島
小
学
校
改
築
工
事

▽

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

▽
都

市
計
画
道
路
整
備

お

問

い

合

わ

せ

は

予

算

課

財

政

係

へ

公
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
-
1
-

㈹

ト
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
荒
川
河
川
敷
)

区民負担の状況

一 時
借入金

11年度上半期( 4月1日～9
月30日) には、借入金はあり
ませんでした

特別 区 債 の 現 在 高
区の施設、道路、公園などの大規模な建

設事業などには、一時的に多額の財源が必

要になります。その財源補充のため区が長

期にわたって借り入れた資金の状況です。

〈一般会計分〉

〈用地特別会 計分〉

11年度各会計予算執行状況

区有財産の状況

あなたの納める 1, 000 円 はこのように使われています

263 円

お年寄りや体の不自由な方
などの福祉のために

158円

校舎整備や生涯学習のため
に

142 円

防災対策、選挙、広報・広聴
などに

105 円

道路や公園の整備の
ために

100 円

保寰騙、児 館などに

77円

区が借り入れた区債
の償還などに

69円
他会計の不足額に対
する繰出金

66円

区民の健康を守る保
健胼等の運営に

14円

地域産業の振興や消
費者保護のために

5 円

議会の運営に

1 円

そのほかに

知
っ
て
お
き
た
い
交
通
事
故
の
は
な
し

「
も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
」

交
通
事
故
が
発
生
し
た
際
。
予
備
知

識
が
な
い
た
め
、
と
て
も
う
ろ
た
え
た

と
多
く
の
方
が
話
し
て
い
ま
す
。

区
民
相
談
室
の
交
通
事
故
相
談
(
月

曜
卜
金
曜
)
で
は
、
自
転
車
利
用
や
徒

歩
で
の
ヶ
I
ス
が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

安
全
運
転
・
歩
行
り
心
掛
け
が
第
一
で

す
が
、
不
幸
に
も
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
あ
な
た
の
適
切
な
行
動
が
円
満
な

解
決
へ
の
溢
心
と
な
ひ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
H
り一月
2
4日
吻
、
午
後
1
時
3
0分
A

時

場
所
川
区
役
所
1
2階
会
議
室

対
象
日
区
内
在
住
・
在
勤
者

講
師
H

区
交
通
事
故
相
談
員

定
員
日
1
0
0
人
(

先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
日
電

話

申
・
問
先
日
広
聴
相
談
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
S
A
/

ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
か
か
り
つ
け
医
紹
介
制
度
/
学
童
保
育
募
集
6

・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板

/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス

ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

團3日80- 5678
区長室に設置しています

区内中 小企業支援啓発標語 足立区で 買おう 食べよう 頼もう
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保

健

福

祉

ガ

イ
ド

保
育
園
児
募
集

1
2年
4
月
の
入
園
・
転
園

新
規
入
園
希
望
者

、
転
屎
な
ど
に
よ

る
転
園
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

。

受
付
期
問
日
1
9一月
1
5

日
ま
で
(
厳
守
し
て
ぐ
だ
さ
い

。申
し
込

み
が
遅
れ
た
樊

に
、
1
2
年
ぞ
月
入
所
の

対
象
に
な
ら
な
い
變
E

が
あ
り
ま
す
)

※
申
込
鴦

褊

祉
事
務
所
、
保
育
園
ま

た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
配
布

受

付
場
所
日
住
所
地
を
担
当
す
る
福
祉
事

務
所
お
よ
び
保
育
園

必
要
書
類
日
1
0

年
分
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の
(

源
泉

徴
収
票
ま
た
は
確
定
里

昜

の
控
え

。
H

年
分
所
得
税
が
確
定
次
第
、
1
1祉
分

を
提
出
)
/
1
1
年
度
固
定
資
犀一
税
の
証

明
書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/

印
鑑

問
先
日
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

○
訂
正
と
お
わ
び
1
1
月
2
5日
号
2
面

表
2
の
保
育
園
名

正
目
高
和
(
誤
川

高
知
)

訂
正
し
て
お
わ
び
し
豕
歹

表1 福祉事務所一覧

ね
た
き
り
高
齢
者

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

高
齢
者
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
在

宅
で
ね
た
き
り
の
高
齢
者
の
方
に
対
し

て
、
年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
、
年
1
0回

の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

申
・
問
先
日
福
祉
事
務

所
(
表
1
)

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

(親
)医
療
証
を
送
り
ま
す

働
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
を
提
出

し
た
方
に
、
1
月
1
日
か
ら
使
用
す
る

潜
襄

証
を
1
2月
2
0日
に
発
送
し
ま
す
。

ま
だ
現
況
届
夲
鳧
出
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
所
得
が
基

準
を
超
え
て
資
格
消
滅
す
る
方
に
は
、

1
月
初
旬
に
通
知
奪
膂
乖
y
。

ま
た
、
1
0年
に
は
所
得
の
基
準
を
超

え
て
い
た
方
で
H

年
は
所
得
が
少
な

く
な
ひ
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

至
急
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
児
菖
医
療
係

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

所
得
制
限
無
し
対
象
年
齢
拡
大
に
伴
う

(乳
)医
療
証
を
送
り
ま
す

1
月
1
日
か
ら
、
保
護
者
の
所
得
制

限
無
し
の
乳
幼
児
対
象
年
齢
を
、
4
歳

未
満
に
拡
大
し
乖
ま
現
在
は
I
歳
未

満
)
。
対
象
£
茗
お
孑
洫
刄
の
い
る
世

帯
に
は
、
`
多
侭
ひ
め
送
付
し
た
申
請

暼
等
黔
鳧
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
嫐
y

が
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
至
急

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
し

た
方
に
は
、
㈹
医
療
証
を
1
2月
2
2日
に

発
送
匚
汳
す
。

問
先
日
児
童
罠
療
係

定例払月

高
齢
者
福
祉
手
当

人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

難
病
患
者
福
祉
手
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(区
制
度
)

・
高
齢
者
福
祉
手
当

p
一
月
2
5
日
ご
ろ
に
8
月
I
U
以
挙

当
を
振
ひ
込
み
樂
y
。

・
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

召
晟
冐
ご
ろ
に
振
ひ
込
み
ま
す
。

表
2
に
該
当
す
攵
男
で
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
、
壬
靨
篆
C

て
ぐ
だ
さ
い
。

・
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)
　

・
難
病
愚
者
福
祉
手
当

1
2月
2
5日
ご
ろ
に
手
当
を
振
ひ
込
み

ま
す
。
表
3
、
表
4
に
該
当
す
る
方
で

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
トト

申
・
問
先
日
高
齢
給
付
係
、
障
害
給
付

係
ま
た
は
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

2
・
3

面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

屁
凝
滞

滾
滾
冷
心・‥““
(
3
8
3
0
)
2
5
1
1
1

㈹

凡例

線
曷
数
翕
ヰ
3
‰
註
戸
莖

表2 人工肛門用装具等購入費助成金

表3 心身障害者福祉手当

表4 難病患者福祉手当対象疾病

介
護
保
険
Q
&
A

第16 回

よ
く
あ
る
質
問
に

回
答
し
ま
す

Q
ど
の
よ
う
な
人
が
、
い
つ
申
請
書

を
出
す
の
で
し
ょ
う
か
?

Λ
}

申
請
書
は
、
4
0歳
か
ら
6
4歳
ま
で

の
特
定
疾
詞
に
か
か
っ
て
い
る
方

お
よ
以

畿
以
上
の
方
で
、
介
護
が
必

要
と
思
っ
た
と
き
に
提
出
し
て
い
た
だ

空
手

。

申
請
書
の
提
出
に
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
介
護
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
1
2年
4
月
1

日
か
ら
開
始
さ
れ
求
す
の
で
、
お
忘

れ
り
な
い
ぶ
つ
、
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

Q
今
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
の
で

す
が
、
申
請
を
す
る
の
で
す
か
?

A一羅
H

」駸
駸

院
(
療
濆
型
病
床
群
等
)
な
ら
、
介
護

保
険
か
ら
給
付
が
受
け
ら
れ
聿
y
の
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
訶
院
に

な
る
の
か
ど
ラ
{
一一
は
、
病
院
の
方
と
相

談
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
訶
院

に
な
ら
な
い
握
眤
甬
請
は
で
章
一
'ヂ

が
、
訶
院
を
退
院
し
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
申
請
す
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。

申
請
の
相
談
は
介
護
保
険
課
、
福
祉

事
務
所
(
表
1
)
、
指
定
を
受
け
た
事
業

所
等
で
営
け
付
け
て
い
ホ
歹
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
ビ
デ
オ
の

貸
し
出
し
夸
介
護
保
険
課
・
区
政
情
報

室
・
各
図
書
館
・
住
区
セ
ン
タ
1
で
竹

っ
て
い
李
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

(
介
護
保
険
課
)

1
2
月
1
1
日～
2
0
日

年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
実
施
中

「
考
え
よ
う

い
の
ち
の
大
切
さ
」
　

今
回
9
f
ヤ
ン
ベ
ー
ン
の
重
点
は
、

①
高
齢
者
と
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通

事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促

進
の
2
点
で
す
。

都
内
で
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数

が
3
2
6人(
1
0月
3
1日
現
在
)
と
、
前
年

同
期
に
比
べ
死
者
数
・
発
生
件
歇
ζ
も

急
増
し
て
い
ま
す
。
区
内
で
も
1
1人
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

の
半
数
は
歩
行
中
に
起
き
て
お
り
、
高

齢
者
は
1
分
の
L
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
件
数
も

目
立
っ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
通
亊

故
に
あ
わ
な
い
・
起
こ
さ
な
い
た
め
に

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
信
号
は
必

ず
守
り
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
横
断
歩
道
以
外
で
の
横
断
等
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
周
ひ
が
暗
く
な
っ
た
ら
、
自
転
車
の

ラ
イ
ト
は
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
四
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
夲
齢
め
、
狹
い
漠
ぼ

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
余
裕
を
も
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。
例
年
、
こ
れ
か
ら
年

末
年
始
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、
特
に
夜

間
の
事
故
は
直
接
死
亡
事
故
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
私
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意

で
起
こ
ひ
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
?
ほ

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
そ
ろ
っ
て
明
る
い

新
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
交
通
ル
ー

ル

ーマ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

マ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
ょ

う▽
夜
間
は
反
射
材
を
活
用
し
、
暗
く
て

も
目
立
つ
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
Q
&
A

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

1
2
年
t
月
1
日
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ネ
T
。
大
人

が
し
っ
か
口
と
抱
い
て
い
れ
ば
必
要
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
ぶ
ふ
、

‘ 車
の
衝
突

時
の
衝
撃
は
大
人
の
力
で
も
支
え
き
れ

ま
せ
ん
。
交
通
事
故
の
被
害
か
ら
お
子

さ
ん
を
?
9
た
め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
必
要
性
を
理
解
し
、
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

回
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
何
歳
ま
で
?

囚
対
象
は
6
歳
未
満
の
子
ど
も
で
す
。

運
転
者
は
互
堅
固
の
子
ざ
茗
粂
車

さ
せ
る
と
き
は
、
一
定
の
免
除
事
由
に

該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
必
ず
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
儡
伊
一な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
I
歳
以
上
の
子
y
右
で

も
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
合
わ
な
い
(

ベ
ル
ト
が
首
や
顔
に
か
か
る
)
場
合
は

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
奮
便
い
声
し
ょ
う
。

闃
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
種
類
は
?

囚
基
本
的
に
は
3
タ
イ
プ
(
表
5
)
あ

ひ
ま
す
が
、
最
近
は
新
生
児
か
ら
4
歳

児
ま
で
僅
兄
る
兼
用
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。
年
齢
や
体
格
に
あ
っ
た
も
の
を
選

び
、
自
動
車
の
後
部
座
席
に
確
実
に
取

ひ
付
け
弧
れ
る
物
笳
選
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
交
通
安
ふ獄

千
住
警
察
署

・一一
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

s
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

?
3
6
2
0
)
a
I
I
0

竹
の
塚
警
察
署

登
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

表5 チャイルド シ ート

※年齢・体重・身長は目安で、製品により異なります

道
路
が

生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た

綾
瀬
三
丁
目
2
6番
～
綾
塑
(
丁
目
3
6

番
の
、中
央
に
水
路
が
あ
っ
た
道
路
(
延

長
6
9
0
m
)の
工
事
だ
匹
了
し
、
両
側
に

歩
道
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
地
域
の
方
々
と
の
話

し
合
い
や
要
望
に
鬲
つ
き
警
察
署
と
の

協
議
を
行
い
、
区
と
地
域
の
方
々
が
一

緒
に
誓
y
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
た
に
信
号
攣
涙
膃
し
た
り
、
車
道

と
歩
道
と
の
段
差
を
少
な
く
す
忝
な
ど

し
声
し
た
。
道
路
の
下
に
は
、元
の
水

路
が
流
れ
て
お
り
、こ
の
ボ
を
多
目
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
手
こ
ぎ
の
ポ
ン
プ

な
ど
晋
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
襃
ん
に
は
、
平
成
9
年
度

か
ら
a
カ
年
に
わ
た
る
工
事
へ
の
ご
協

力
あ
び
が
こ
う
X
f
J
t
o
い
声
処

。

問
先
日工
事
課
事
業
推
進
係
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7
0歳
か
ら
は
だ
れ
で
も
老
人
保
健

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
7
0歳
(

一
定
の
璋
恵

靂
お
持
ち
の
方
は
6
5

歳
)
以
上
の
方
は
、
皆
さ
ん
が
参
入
保

健
医
療
の
対
象
お
冐
乖
罵

な
お
、
退
職
者
保
険
の
方
が
こ
の
手

続
枩
冥
れ
ホ
t
と
一
般
の
保
険
に
変

更
に
な
n
乖
歹
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

熈
定
の
障
害
と
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
1
～
3
級
(
4
級
の
一
部
含
む
)
、
愛

の
手
帳
1
～
冫
度
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
―
&
、
哭
性
痴
ほ
』
つ

症
に
よ
る
認
定
奮
耆
処
方
な
ど

・
受
診
す
る
と
き

医
療
機
関
で
の
受
診
時
は
、「
保
険

証
」
と
一
緒
に
老
人
保
健
の
「
医
療
受

給
者
証
」
奪
字
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
支
払
う
金
額
・
:表
6

・
人
工
透
析
を
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

の
方
、
血
友
病
の
方
の
減
額

入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が
1

万
円
に
な
る
認
定
証
を
発
行
し
}
ヂ

。

・
入
院
食
事
代
の
減
額

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
方
は
、

入
院
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
認
定
証
を

発
行
し
ま
す
。

・
医
療
費
が
戻
り
ま
す

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
、

支
払
っ
た
医
療
費
が
戻
2

ヂ

。

-

▽
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
療
装
具
代
を
支
払
っ
た
と
き

▽
緊
急
の
と
き
や
、
旅
行
中
な
ど
、
や

む
豪
兄
な
い
理
由
で
、医
療
受
給
者
証

を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き
(
一

部
負
担
金
は
戻
2

笹
ん
)

・
交
通
事
故
等
の
被
害
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
や
障
害
事
件
な
ど
第
三
者
(

加
害
者
)
か
ら
受
け
た
傷
訶
で
も
、
申

請
に
よ
り
、
医
療
受
給
者
証
で
受
診
で

き
る
場
合
が
あ
ひ
ま
す
。

喇
医
療
費
を
大
切
に

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
多
額
の

負
担
が
予
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
治

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
老
人
保
健
医

療
制
度
が
あ
り
乖
T

。こ
の
制
度
の
財

源
は
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
保
険
料
と
国
・
都
道
府
県
・
区
市

町
村
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
協
力

で
支
え
弧
れ
て
い
る
制
度
で
す
か
ら
、

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
有
効
利

用
を
心
掛
け
一一じ
ょ
う
。

-

い
ず
れ
も
トト

問
先
H
医
療
助
成
係

中
途
聴
覚
障
害
者
教
室

都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

共
催
で
、
様
々
な
悩
み
や
不
安
に
こ
た

え
る
た
め
の
教
室
を
閧
催
し
ネ
了

手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
つ
き
)
。
日
時
川
1

月
2
7日
團
、
午
後
L
時
～
4
時
3
0分

場
所
川
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対
象
卜

聴
覚
に
障
害
を
持
つ
区
内
在
住
者
と
関

係
者

内
容
H
①
医
師
に
よ
る
講
話

「
聞
こ
え
の
仕
組
み
・
難
聴
の
種
類
」

②
補
聴
器
の
上
手
な
使
い
方
、
選
び
方

③
家
族
の
接
し
方

④
福
祉
用
具
に
つ

い
て
※
聴
力
個
別
相
談
も
行
い
嫐
T
。

希
望
者
は
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
費
用
H
無
料
定
員
H
3
0

人
程
度
申
込
日
(
ガ
キ
ま
た
は
電
話

期
限
H
w
一
月
2
4
日
申
・
問
先
日
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係
〒

Ⅲ
・
0
0
5
7
神
明
南
2
-
6
-
1
8
　
　
　
　

a
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

〒
1
2
3
・
0
8
6
3
谷
在
家
3
-
1
3
-
1
　
　
　
　

a
(
3
8
5
3
)
0
6
3

り乙

表6 支払い金額一覧
〈外来〉

※ 薬 剤一 部負担金は11年度免除
〈入 院 〉

● 差額ベッド代・オムツ代など保険の
きかないものは全額自己負担とな
ります

老
人
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
中
間
報
告
に

ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

中
間
報
告
書
は
。
介
護
保
険
課
、
福

祉
事
務
所
、
保
健
所
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。「
あ
だ
ち
広

報
」
1
0月
2
5日
号
で
も
概
要
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
川
在
宅

福
祉
課

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
4

介
護
保
険
課

隰
(
3
8
8
)
5
6
2
1

地
域
保
健
計
画
推
進

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0

』

1
2月
2
2
日
(水
)は
ゆ
ず
湯
で
!

子
ど
も
と
高
齢
者
の
方
に
区
内
の
銭
湯
を
無
料
開
放

1
2月
2
2日
團
は
、
冬
至
で
ゆ
ず
湯
の

日
で
す
。
子
ど
も
(
卜一歳
以
下
)
と
高

齢
者
(
6
5歳
以
上
)
の
区
民
の
方
は
、

無
料
で
区
内
の
銭
湯
に
入
浴
で
空
兎
馬

当
日
、
フ
ロ
ン
ト
(
豐
口
)
で
年
齢
を
t

-げ
る
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。
ゆ
ず

の
香
り
の
お
風
呂
が
待
つ
て
い
‘一子

。

問
先
日
保
健
管
理
課
管
理
係

膠

原

病
交

流

会

日
時
日
1
月
1
7
日
囲
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

※
以
降
奇
数
月
の
第
2

月
曜
日

対
象
目
膠
原
病
の
方
と
そ
の

家
族
(リ
ウ
マ
チ
を
除
く
)

内
容
日
検

査
や
治
療
・
病
状
や
牛
活
な
ど
の
情
報

交
換
申
込
H
事
前
に
必
ず
電
話
場

・
申
・
問
先
八
江
北
保
健
相
談
所
保
健

指
導
係
`
‘
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

成
人
呼
吸
器
病
(ぜ
ん
息
)相
談

ド
ク
タ
ー
灰
田
が
答
え
る
Q
&
A

ぜ
ん
息
で
お
悩
み
の
方
、
専
門
医
の

お
話
を
聞
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
1
月
1
7
日
側
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
川
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象
川
1
5

歳
以
上
の
区
民
で
ぜ
ん
息
患
者
お
よ

び
家
族

内
容
日
専
門
医
に
よ
る
講
義

と
相
談

講
師
川灰
田
美
知
子
氏
(
半

蔵
門
病
院
医
師
)

定
員
川
2
0人
(
先

矜
順
)

費
用
日
無
料

申
込
目
電
話

申
・
問
先
日
公
害
補
償
係

介
護
す
る
人
の
心
の
ケ
ア
・
講
演
会

ね
た
き
り
・
痴
ほ
う
の
介
護
は
、
心

身
と
も
に
疲
れ
る
も
の
で
す
。
介
護
者

が
ホ
ッ
と
で
き
る
講
演
会
で
す
。

日

時
川
1
2月
刀一日
吠
、
午
後
L
時
3
0分
1
3

時
3
0分

対
象
目
ね
た
き
り
・
痴
ほ

う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方

講
師
日

高
橋
和
巳
氏
(
都
立
松
沢
訶
院
精
神
科

医
)

定
員
目
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
目
電
話

場
・
申
・
問
先
日
足
立
保

健
所
保
健
指
導
第
一
・
第
二
係

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(
直
通
)

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

{
知
っ
て
得
す
る
「
だ
液
の
パ
ワ
ー
」
)
　

だ
液
に
は
ど
ん
な
役
割
が
y
だ
屐

と
健
康
の
関
係
は
?

歯
周
訶
予
防
や

お
囗
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
ぐ
だ

さ
い
。

日
程
等
日
表
7

定
員
日
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
日

璽
啻
是
は
直
接
窓
口

場
・
申
・
問

先
日
足
立
保
健
所
歯
科
衛
生

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

表7 歯周病予防教室

※ いずれも、時間は午後1時30分～3時30分。各回ともク
ループワーク有り

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

期
間
日
3
月
3
1日
ま
で

場
所
川
区
内

の
実
施
歯
科
医
院

対
象
H
4
0歳
1
6
0

歳
の
区
民
(
節
目
健
診
に
お
け
る
歯
周

祠
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
鷽
け
た
方
、
現

在
歯
ぐ
き
が
は
れ
て
い
'
9
な
ど
の
急
性

症
状
が
あ
る
方
は
除
く
)

内
容
日
歯

周
訶
な
ど
の
歯
科
健
診

定
員
日
干
(
(

先
咎
順
)

費
用
日
無
料

申
込
日
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別

・
電
話
番
号
・
「
歯
周
訶
健
診
希
望
」

と
記
入
。
後
日
、
受
診
粟
と
案
内
を
還

付

申
・
問
先
川
保
健
予
防
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

ワンポイント健康術
【腰痛 にな らな い ため に( 1)】

何らかの形で腰に不安を感じたり、腰が痛くてつらい経験をされた方は
多いのではないでし ょうか。2本足で生活する人間にとって腰痛ぱ 宿命"
とも言われています。今回と次回にわたり腰痛予防として日常での注意点
と簡単な体操をご紹介します。腰痛の方は今すぐに、そうでない方もお早
めにチャレンジを。

・ 腰痛の原因
姿勢…不良 姿勢によって腰への圧

力が大きくなり負担がかか
る

筋力不足…脊( せき) 柱を支える腹
筋と背筋のバランスが
崩れる

筋疲労… 長時間同じ 姿勢でいると
筋肉が緊張し、血液の循
環が惡くなる

その他疾病など… 椎( つい) 問板ヘ
ルニア、ギックリ腰( ま
ずは医師の診察を)

● 生活でのポイントアドバイス
①正しい姿勢を維持し よう
[悪い ・背中が丸まっている

・おなかを突き出し ている
・左右のアンバランス

[良い ・足のくるぶし から手の中
指・肩・耳と頭の中心を
結ぶ線が一直線

②肥満に気をつけよう
③負担のかかる動作はやめよう
④ストレッチ体操で筋肉の緊張を
和らげよう( 下図)
⑤腰椎を支える筋肉を鍛えよう

まず1冫緊張している筋肉を引き伸ばし、血行を良くしよう

▲ 両ひざを抱えて胸に近
づける

▲ 伸ばし ている
足の方に息を
吐きながら体
を倒す

▲ 四つんばいになり、忌を吸
いながら背中を丸め、吐き
ながら反らす

▲ 両ひぎを
左右に
倒す

▲ 体を前に倒
すように背
中を伸ばす

▲ おなかを絽
めてへそを
見る

▲ 足を脇の下ま
で引き上げる

▲ おじぎをするよ
うに息を吐きな
がら頭を下げる

〈体育課〉

選

挙

豆

知

識

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
、有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止

政
治
家
籌
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
岑
f
る

こ
と
は
、
い
か
な
る
名
目
で
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
寄
附
は
金
銭
に
限
ら
ず

お
歳
暮
夲
哂
る
こ
と
や
、
忘
年
会
で
酒

や
食
べ
物
を
ふ
る
i
つ
y
」
と
(
会
費
な

ど
債
務
の
履
行
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を

除
く
)
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。
有
権
者

が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
`
m
さ
れ

て
お
り
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処

罰
さ
れ
求
y
。
ま
た
、
政
治
家
等
は
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や

そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す

こ
と
も
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
贈

ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取
ら
な
い
」

が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に
つ
な
が

口
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
に
ま
す
。

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重

す
べ
て
の
人
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
岑
な
く
畜
」と
は
、
全

世
界
全
人
類
の
課
題
で
す
。

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る

「
世
界
人
権
宣
言
」は
、
1
9
4
8
年
(
昭

和
2
3年
)
、第
1
回
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

冒
著
に
は
、
「
人
類
社
会
の
す
べ
て
の

構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る

こ
と
の
で
忝
な
い
権
利
と
を
承
認
す
る

こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る
自
由
、
正
義

及
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
」
(
前
文
)
　

「
す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、

性
、
一
y
扇
、
t
霰
、
政
治
そ
の
他
の
意

見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、

財
産
、
門
地
そ
の
他
の
榿
¥
鳬
は
こ

れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差

別
を
も
翼
け
る
こ
y
な
ぐ
、
こ
の
一旦
言

に
掲
げ
忝
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を

享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
第
2
条
)

と
う
た
わ
れ
て
い
祟
y
。

こ
の
一晉
ほ
、
す
べ
て
の
人
々
が
基

本
的
人
権
に
つ
い
て
お
互
い
に
認
壹
こ

い
、
尊
重
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

を
、
国
連
の
場
で
あ
ら
た
め
て
認
識
し

合
つ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
半

世
紀
、
戦
争
や
人
権
侵
害
は
残
忝
な
が

ら
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
1
9
9
4

年
(
平
成
6

年
)
第
4
9回
国
連
総
会
で
1
9
9
5

年
か
ら
2
0
0
4

年
を
「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
1
0年
」
と
し
、
人
権
教
育

を
広
め
、
深
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。
こ
の
一昌
言
を
営
け
て
、
政
府
は
1
9
9
7

年
(
平
成
9
年
)
7
月
に
「
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
1
0年
」
に
関
す

る
国
内
行
動
計
画
を
策
定
し
、
同
和
問

題
を
ほ
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
重
要
課
題
に
積
極
的

に
取
ひ
組
む
'
に
"に蔘
戻
め
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和
対

策
へ
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あなたにはかかりつけのお医 者さんがいますか?
12月16日(木)から

かかりつけ医紹介制度がスタートします
かかりつけ医

って?

万が一病気になったとき、治療しながら安心して生

、活を送るためには、医療機関の継続的なバックアップ

が必要です。「かかりつけ医紹介制度」は足立区医師会

が区の支援により、「かかりつけ医」のいない方に、真

つ先に相談できる身近な「かかりつけ医」を紹介する

制度です。また、「かかりつけ医亅が不在のときや他の
診療科の医師を必要とする場合に医師間の調整も行い

ます。

なぜ?
「かかりつけ医」は必要なのですか。
結核などの思染屁の多かっ た時代から日常生活

の過ごし方が大きく影響する生活習慣訶へと病気
も様変りし。通院治療や自宅で 往診を受けながら
生活する人が増加しています。このような方 々を
身近なところ で支えていく ために、r か かりつけ
医」といわれる医師が期待さ れています。

どんな

内容?

「かかりつけ医」の役割は
どのようなものですか。
9 年度に実施した足立区政に関する世論調査に

よると、区民が「かかりつけ医」に求めるものは、
希望の多い順に
1 自宅の近くにいる医 師であること
2 網状などについて、親切に説明してくれること3

気軽に相談にのってくれること
などですが、この結果から 「かかりつけ医」に求
めら れるのは 、いわゆる家 庭医とし ての役創です。
このほか、あ なたの「かかりつけ医」が不在のと

きや。合併症などで異な る診療科の医 師を必要と
する場合に 、ほかの医 師または医 療機関と連携を
図ったり 、専門詞院を紹介するのも役割のひとつ
と言え ます。

だ れか?
ど ん な 人 が 利 用 で き る の で す か 。

必要な方はどなたでもご利用になれます。rかか
りつけ医J の診療を希望する方は是非ご相談くだ
さい。

いつ か ら?
紹介制度はいつから始まりますか。
12月16日から足立区医師会内に紹介窓口を開設

します。

申込方法

は?

紹介制度を希望する場合は、
どのように申 し込めばよいのですか。

足立区医師会の紹介窓口へは電話で連絡してく
ださい。紹介料金は無料です。受付=毎週木曜
日( 祝祭口は除く) 、午後1時～3時

5244- 6055
FAX5244- 6056

● 「 か か り つ け 医 紹 介 制 度 」 を 利 用 す る に は

どう すれ ばよい ですか?

※受診するとき(③) 、 医療機関には診療時間などを事
前に確認しましょう

「かかりつけ医紹介制度」についての

お問い合わせは保健管理課管理係

3880- 5111 ㈹

募集
学
童
保
育
室

1
2年
度
4
月
入
室
児
童

申
込
対
象
H
働
い
て
い
た
り
、
長
期
の

病
気
な
ど
の
た
め
に
譬
`
終
了
後
の
子

y
も
の
面

倒
か
λ
る
こ
と
が
で
忝
な
い

保
護
者

入
室
対

象
卜
4
月
か
ら
小
学
1

年
生
～
3
年
生
に
な

♀
多

七

定

員
卜
各
保
育
室
4
0人
(

た
だ
し
、
一
部

定
員
の
異
な
る
保
育
馬
?
の
り
本
歹
)

費
用
日
子
ど
も
よ
に
っ
ぎ
月
額
3
千

回
円
申
込
卜
申
請
書
、
家
庭
状
況
票
。

匐
務
証
明
書
な
y
参
県
耀
す
る
保
育
室

に
提
出
。
書
類
は
1
2
月
1
5
B
か
ら
各
保

育
室
で
配
布
し
豕
y
。
※
在
籍
し
て

い
る
孑
y
旨
で
継
続
し
て
入
室
を
希
望

す
る
堝
參
も
同
り
于
続
戎
?
裔
で
す

申
込
期
間
日
1
月
5
日
～
1
9日

申

先
卜
左
表

問
先
H
学
童
保
育
係
ま
た

は
指
導
相談
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1㈹

学 童 保 育 室 一 覧 表

ご用心

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ト
ラ
ブ
ル
急
増

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
偖
男

″
t
C
に

な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
奎
悪
用
し
た
商

法
も
増
加
し
て
い
毒
罵

麦
個
人
冊
報
を
売
買

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ヒ
セ
無
料
サ
ー
ビ

ス
や
景
品
を
「
お
と
夕
に
個
人
煢
報

を
収
集
し
、
そ
の
情
報
夸
売
買
す
る
業

者
が
い
聿
y
。

個
人
哂
報
は
自
分
で
i

茖
熹

が
必

要
で

す
。
懸
賞
の
ら
募
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答

な
ど
で
、
不
用
意
に
個
人
碼
報

老

濤

じ

な
い
こ
と
で
7

。

・

高
額
料
金
を
請
求
さ
れ
る

あ
る
国
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続

し
た
陥
y
な
の
に
、知
ら
な
い
間
に
国

際
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
ぽ
な
ど
に
接
続

さ
せ
、高
額
製
影
纃
求
す
尽
悪
質
な

業
者
が
い
零
y
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の

重

要
な
壻

報
を
聞

き
出
さ
れ
る
塲
合
も
あ

る
の
で
尿
意
し
声
レ
よ
う
。

・

曹
一
の
届
か
な
い
前
払
い

式
通
信
販

売
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
莉
用
し
た
`
臑

販

売
で
、
代
金
を
前
払
い
し
て
蕚

り
の

に
、
商
品
が
届
か
な
い
と
い

う
'
」
と
が

あ
り
ふ
チ

。

住
所
や
電

話
番
号
な
ど
遅
絡
先
の
記

載
が
な
ペ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の

運
絡
ま

似

な
い
も
の
は
特
に
注
意
し

声

‥
yよ
う
。
送
料
、
喜
9

解
約
の
条

件
な
ぐ

翦
罕

エ
ッ
ク
で

す
。

そ
の
ほ
か
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、
マ
ル
チ

商
法
の
勵
誘
や

、
内
職
あ

っ
せ
ん
を
裴

つ
て
高
額
の

商
品
を
曝

入

さ
せ
ら
れ
再

戸

の

被
害
が
増
・
メ
で

い

ま
す
。
'
柾

意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
U

消
費
者
セ
ン

タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

友 好

自治体

冬
の
小
出
町
(
新
潟
県
)
に

「よ
く
来
た
の
～
」

f
越
後
三
山
を
輦
む
ゲ
レ
ン
デ
で
シ
ュ

プ
ー
ル

を
描
こ
う

小
出
町
は
、
越
睛

二
山
や
尾
瀬
国
立

公
園
壷
司
景
に
、
魚
野
川
が
街
の
中
を

流
れ
る
哭
し
い
町
で

す
。

小
出
ス
キ
ー
場
に
は
家
族
向
き
の

初

級
者
用
か
ら
、
中
・
卜
硬
者
ま
で
楽
し

め
る
亳
墨

里
寂

コ

ー
ス
が
あ
n
ま

す

(ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
も
所
走
可
能
)
。

・

イ
ベ
ン
ト

2
月

中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
雪
ま

つ
り

、
風

答

合
戦
が
麗

罟

れ
ホ
歹
。

国
際
雪
合
戦
は
今
年
で
1
2
回
目
を
迎

凡

、

県
内
外

、
蓐
外
か
ら

多
数
の
チ
ー
ム
か

参
加
。
参
加
チ
ー
ム
を
受
け
付
け
中

。

・

主
な
見
ど
こ
ろ

▽
小
出
郷
文
化
会
館
・・・
平
成
8

年
に
オ

ー

プ
ン
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
鬩
催

-
-
-
-
-

▽
早
庠
ギ
ャ
ラ
リ

ー・
・・
小
出
町
出
身
の

画
家
早
津
剛
の
絵
腮

聶

示

▽
西
榻
寺
開
山
掌
・
-天
井
一
面
に
彫
ら

れ
た
透
か
し
彫
り

は
絢
爛
(

け
ん
ら

ん
)

豪
華

▽
円
墾

了

国
指
穹

皿
要
文
化
町
の
向

弥
陀
如
来
(

あ
刄

だ
に
ょ
ら
い
)
際
豪

童
町
蔵

問
先
日
小
出
町

歯

調
蜃
Ξ

き
0
2
5
7
9
(
2
)
1
1
1
1

㈹

友
好
自
治
体
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
都
市
提
携
係
へ

昔
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

□ 交通案内
電 車

自 動車

友

好

自

治

体

足

立
区
弗

小
出
町
は

、
昭
和
3
7
年
か

ら
1
4
年
間
綉
い
た

「
子
邸

蝨

竅

芦

が
緑
で
交
流
が
始
ま
り

、
昭
和
翠

に

友
好

自
治
体
提
携
夲
紹
瑟

鳶

だ

。

訪

問
足
立
北
郵
便
局

・

郵
堡

冐

閇
の
地
域
を
担
当

昭
和
3
9
年
に
開
設
し
`
建
立
北
郵
便

局
は

。
郵
便
番
号
1
2
1の
地
域
を
扣
当

。

時
間
外
窓
口
の

「
ゆ
う
9

懣

口
」
は

、

速
漂
や
書
留
な
ど
す
べ
て
の
郵

便
物
の

引
膏
尽
け

お
よ

び
切
手
販
売
の
利
用
が

で
孝
豕
す

。
ま

た
併
設
{
¥

ヤ
ッ
シ
ュ

コ

ー
ナ
ー
は

、
土
-

日
曜
日
で
も
無
料

で
現
金
の
出
し
入
れ
が
可
能
で

歹
。

・

世
界
の
襌
祉
向
上
に
役
立
つ
貯
金

郵
便
局
の

「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯

金
」
は

、
溥

蚯
n

和

子
の
一
部
煢

聞
発
學
疝
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

寄
附
才
気
も
の
で
す
。寄
附
金
は
N
G

o
(
民
間
海
外
勗
団
体
)
濫
じ
世

界
各
国
で
、医
療
・
教
育
な
ど
、様
々

々
刀
野
に
役
立
て
昏
れ
て
い
穿
y
。6

月
2
1日
に
は

、
足
立
北
郵
便
局
管
内
の
N
G
o

団

体
「
ベ
ト
ナ
ム
の
『
子
ど
も

の
K
j

を
支
・
4
刄

ご

へ

、
寄
附
金
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

・

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
開
催

郵
便
局
で
ほ
、
絵
て
か
み
教
室
・
着

付
け
・
佩
碧
戸
極
々
な
刀
ル
チ
ャ
ー

教
窒
蒼
付
つ
て
い
ま
す
。
年
に
2
回
程

度
、
「
郵
便
局
だ
よ
り
」
な
ぶ
塰
哢
生

の
募
集
を
し
ホ
y
。
材
料
費
な
ど
の
実

費
篋
桓
ほ

あ
昨
彖

了
が
、
受

講
料
は
無

駄

手

。
く
わ
レ
ぐ
ぼ
お
間
Q

お

せ

く
だ
さ
い
。

・

年
賀
状
シ
ー
ズ
ン
到
来

年
賀
状
の
引
癶
受
は
n

月
1
5

日

か
ら
始
ま
ひ
、
2
4日
ご
ろ
ま
で

に
差
し
出
す
と
1
月
1

日
に
配
達

さ
れ
孚

。
素

西
暦
肖

年
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
特
典
と
し
刄
w

砧

甘

ま
で

に
差
し
出
す
と
、

記

念
消
印
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
李
冤

問

先
H
足
立
北
郵
便
曼

竹
の

嬢

で
9
-
2
0
)

き
(
3
8
8
4
)
1
0
3
1

㈹

時
間
外
に
も
「
ゆ
う
ゆ
う
窓
口
」で
応
対

▲ カ ル チ ャ ー 教 室( 絵 て が み)

学

校
ア
ル

バ

ム

中島根小学校
島根2- 9- 22

【
教
育

目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
痴
基
調
と
し
て

、

平
和
な
国
冢
夕

び
箟

の
形
成
者
と

し
て

、
生
雇

学
び
聽
け
る

懇
苳

″
恁
い

、

心
身
と
も
に
壥
全
な
園
民
を

育
既
す
る

。

併
廿
で

国
際
社
会
に
牛
耳
る
一
拠
と
し

て
の
自
党
を

齊
刄
9

そ
の
た
め
に
次

官

つ
の
目
孥

蠡

笵

し

指
導
の
徹
底

奎
凶
る

。

ふ
4
-
ん
で
学
ぶ
子

・
仲
よ
ぐ
助
け
e

フ
子

・
じ
ょ
う
ぷ
な
子

【
沿
革
】

▽
昭
和
お
年
4

月

中
島
根
小
学
校
開

校

▽
同
年
H

月

校
旗
校
歌
制
定

▽
昭
和
5
8年
1
1
月

創
立
1
0周
年
記
念

『
高
ぺ
大
今
丶
は
ぱ
`
胼
』
石
碑

建
立
お
よ
ぴ
中
目
根
音
頭
作
既

▽
平

虞
8
年
4
月

全
国
交
通
安
全
優
良
児

童
会
と
し
ア
感
謝
状
奩
憲
りる

▽
平

虞
1
0年
H
月

創
立
2
5周
年
記
念

▽

平
虞
H
年
a
月
末
現
在

卒
葉
生
総
数
2

千
以
人

▽
平
成
H
年
H
月
現
在

1
9燮
戟
、
児
琶
薮
6
3
6
人

【
柏

進
校
長
か
ら
】

本
校
は
、
年
々
猖
萬
数
が
榔
7
で
、

歓
室
が
不
足
す
る
状
況
で
す
。

地
域
の
環
境
が
落
ち
咎
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
ダ
巡
ち
の
愽
括
も
安
定

し
て
い
事
T
。
校
庭
が
広
く
。1
0
0
m
の

直
線
コ
ー
ス
か
と
れ
る
の
は
、
中
島
根

小
学
校
の
宝
の
一
つ
で
す
。

六月中学校
六月1- 30- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
柵
神
ふ
基
調
と
し
、
心

身
と
も
に
健
康
刄

知
性
″
觝

性
に
富

ん
だ
豊
か
な
人
間
卷

″
廼
い
、
国
際
社

会
に
貢
献
で
夸

足

症
の

育
虞
を
め
ざ

し
、
次
の
目
憊

気

楚

す
る
。

・
礼
儀
奩
蜃
ん
じ
他
の
牛
徒
を
思
い
や

る
生
徒

・
り

奚

え

創
造
す
る
妲
W

・
心
身
嘉

え
根
気
強
く
虞
レ
5

‥
る

生
徒

【
沿
革
】

?
昭
和
6
2
年
4
月
六
月
中
学
校
と
し

て

開
校

▽
平
虞
2

年
H
月

学
校
給

食
優
艮
校
と
し
て

都
教
育
委
惘
会
詼
髟

▽
平

成
3
年
2

月

都
研
究
推
進
校
研

究
発
表
会
「
個
人
差
に
応
じ
た
学
習
指

導
」

▽
平
成
4

年
H
月

学
校
安
全

男
力

校
と
し
て
都
教
豆

寞
a

表
彰

▽
同

学
校
給
食
優
艮
扠
と
し
て

文
部

大
臣
賞
受
賞

▽
平

虞
6
年
口
月

健

康
宣

揚

進
校
と
し
て
都
教
育
委
員
会

表
彰

▽
平
成
8

年
4
月

文
部
省
機

器
利
用
研
究
指
定
校

▽
同
年
H

月

創
立
1
0
周
年
記
念
▽
平
成
1
0
年
2
月

文
部
省
・
区
教
育
耆
農
会
研
究
奨
励
校

研
究
発
表
会
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会

に
対
応
で
霤
窟
症
の
能
力
の
育
成
」

マ
平
成
u
年
y
月
末
現
在
卒
巣
生
総

数
2
千
原
人

マ
平
成
u

年
n

月
現
在
1
6

学
級
・
生
徒
数
暎
人

【
和
田

稔
校
長
か
ら
】

校
歌
に
も
「
甍
の
鹿
に

船
の

ご
と

覗

劭

亜
の

学
び

舎
に
・
-・冫

苓
・
。

鷲
神
社
や
卮
大
寺
な
ど
か
点
在
す
烝

咥

苳
哭

島

根
、
六
月
の
地
で
建
学
の
精

神
「
元
気
」
「
根
気
≒

勇
気
」の
三

旗
を

掲
げ
、
帆
船
六
月
九
は
進
む
。

環七に地下鉄を! メトロセブン/ 地下鉄8 号線( 有楽町線)の延伸を! 《都市交通課》
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くらしの
情
報

国
保
・
税
・
年
金

国
保
　休
日
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
に
来

庁
で
忝
な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
納
付

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の

支
払
い
方
法
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
川
1
2月
1
2日
囲
、

午
前
9
時
1
午
後
4
時

場
・
問
先
日

国
民
健
康
保
険
課
滞
納
整
理
第
丁

第

二
係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
に
、

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
武
心知
ら
せ

し
、
加
入
者
自
身
の
健
康
や
、
そ
の
医

療
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
9
月
に
診
療
を
受
け

た
方
に
、そ
の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0

割
分
)
を
L
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
」
ま

す
。
(総
医
療
費
が
1
千
円
以
下
の
場
合

や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し
て
い
ま
せ

ん
。
)こ
の
通
知
は
お
知
ら
せ
で
す
の
で

手
憶
卮
不
要
で
す
。

問
先
日
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

亊
哢
に
よ
ひ
保
険
料
を
減
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
日
災
害
に
あ

っ
た
り
、
自
営
業
の
方
が
倒
産
・
破
産

し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端
に
減
少
し
、

一
時
的
に
牛
活
困
齡
y
な
っ
た
方
で
、

資
産
・
能
力
の
活
用
を
図
っ
た
に
糾
か

か
わ
ら
ず
保
険
料
の
支
払
い
が
で
忝
な

く
な
っ
た
場
ふ
=
※
通
常
の
失
業
・
退

職
に
よ
る
収
入
減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ

ん

内
容
日
減
免
は
申
膊
月
以
降
分
か

ら
6
ヵ
月
を
限
度

申
込
川
事
前
に
電

話
な
ど
で
相
談

問
先
日
資
格
賦
課
係

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

・
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い

申
込
川
社
会
保
険
証
/
国

民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持
参

浙
退
職
し
た
ら

会
社
な
ど
翁
骸
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
茹
よ
び
そ
の
扶
養

家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受

給
中
の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の

外
国
籍
の
方
は
除
ぐ
)
。

申
込
川
退
職

証
明
書
(
離
醫

籌
)
/
国
民
健
康
保
険

証
(
す
で
に
家
族
の
方
が
加
入
し
て
い

る
と
き
)
/
年
金
証
書
(
厚
生
年
金
、
共

済
年
參
急
応
ま
た
は
受
給
資
格
の
あ

る
7
0歳
未
満
の
方
)
を
窓
口
に
持
参

-

い
ず
れ
も
トト

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
日
資
格
賦
課
係

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
が

納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

嵒
¥
寄
と
、
将
来
年
金
が
怒
罟
れ

た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
お
手
元
の
納
付
書
は
H

年
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
納
期
限
後
も
1
2

年
4
月
末
囗
ま
で
屡
兄
ま
す
。

問

先
日
国
民
年
金
課
保
険
料
係

国
民
年
金
　
夜
間
納
付
相
談

平
日
の
昼
間
区
役
所
に
来
庁
で
忝
な

い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
付
相
談
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
竃

効

用
く

だ
さ
い
。

※
1
1
1
1

一
年
3

月
分
以
前
の
収

納
は
で
き
ま
せ
ん
日
時
川
1
2
月
2
0
日

囲
・
2
1
日
固
、
午
後
6
時～
8
時
場

・
問
先
日
国
民
年
金
屎

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

[特
別
区
民
税
・
都
民
税
、国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
豈
そ
咎
れ

る
の
で
便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
日

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
日
預
(

貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便

局
を
含
む
)
禿
紐
区
狠

愚
口
、
区

民
事
務
所

問
先
占

特
別
区
民
税
・

都
民
税
…
納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健

康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険
課
収
納
管

理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年

金
眛
保
険
料
係

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

'
は
区
役
所
代
表
へ
a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
「
・
-
㈹

凡例

申
込
・
'
:申し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

募

集

上
総
湊
健
康
学
園

1
2年
度
　入
園
児
童
募
集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津
市

湊『
……』
は
、
房
総
半
島
の
恵
漢
れ
た
自

然
の
中
に
あ
る
足
立
区
で
唯
一
の
全
寮

制
の
区
立
小
学
校
f
に子
。
こ
の
学
園
は
、

規
則
正
し
い
集
団
生
活
参
と
お
し
て
健

康
回
復
を
図
り
な
が
ら
学
力
増
進
を
目

指
す
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
授
業

内
容
は
区
内
小
学
校
と
全
く
同
じ
で
、

少
人
数
制
の
特
性
を
い
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
た
め
、
児
童
は

伸
び
伸
ぴ
と
し
て
明
朗
活
発
で
す
。
寮

で
は
、
保
育
士
が
親
代
わ
り
と
な
り
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
身
の
回
り
の
世

話
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護
婦
も

常
駐
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
「
田
植

え
・
稲
刈
り
」「つ
り
大
命
「
も
ち
つ
き

大
命

な
ど
の
楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま

す
。
青
い
海
、
美
し
い
緑
、
そ
し
て
澄

み
切
っ
た
空
気
、
健
康
回
復
を
図
る
に

は
最
適
な
環
境
で
す
。

対
象
日
小
学

校
3
年
生
か
ら
6
年
生
で
次
に
該
当
す

る
児
單
:
ぜ
ん
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚

弱

定
員
日
6
0人

費
用
川
月
額
約
2

万
3
千
円
(
食
事
代
・
教
材
費
な
ど
)

忍

詮
の
事
情
に
よ
り
減
額
・
免
除
の

制
度
が
あ
り
ま
す

申
込
川
現
在
通
学

し
て
い
る
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先
生

へ

問
先
日
学
務
課
保
健
給
食
係

教
員
免
許
を
い
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
川
特
に
中
学
校
の
技
術
、
理
科
、

数
学
の
教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
(
そ

の
他
の
教
科
も
可
)
で
、
年
齢
4
0歳
く

ら
い
ま
で
の
方
(
1
1年
3
月
末
に
免
許

取
得
予
定
者
を
含
む
)

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
口

指
導
室
事
務
係

1
2年
度
　
鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)
指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
棄
小
学
校
4
年
生
)
・

日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年
生
)
の

引
率
指
導
補
助
員
を
募
笋
望
ヂ

。

対
象
川
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
3
5歳
以
下
の
方

内

容
川
恨
孑
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら

帰
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝
礼
川
1
回
の
引
率
に
つ
き
3
万
5
千

7
0
0
円
(
税
込
八
一
年
度
実
績
額
)
。
別
に

袒
当
校
ま
で
の
往
復
交
通
費
相
当
分
支

給
申
込
川
電
話
※
後
日
、
応
募
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。
引
率
の
期
間
(
D
一

年
5
月
～
1
3
年
2
月
の
実
施
期
間
内
で

複
数
回
希
望
可
)
を
調
整
し
て
扣
当
校

を
決
定

期
限
川
1
2年
3
月
8
日

申
・
問
先
川
学
務
課
校
外
学
園
係

課
税
課
非
常
勤
職
員
募
集

期
間
川
口
一
年
4
月
1
日
～
1
3
年
3
月
3
1

囗
(
更
新
可
)

対
象
川
①
3
0歳
以
上
5
0

歳
以
下
の
方
(
1
2年
4
月
1
日
現

在
)
②
区
内
次
た
は
そ
の
近
郊
に
住
所

を
有
す
る
方

内
容
H
軽
自
動
車
税
の

申
告
受
付
・
端
末
入
力
/
臨
時
運
行
許

可
申
請
受
付
・
許
可

募
集
人
員
川
2

人

勤
務
時
間
目
2
週
間
に
つ
い
て
6
0

時
間
(
1
日
8
時
間
以
内
)

給
与
川

月
額
1
8万
1
千
円
(
社
会
保
険
料
气

交
通
費
支
給
)
申
込
川
履
歴
爵
吊

販
様
式
・
自
筆
・
写
真
貼
付
)
お
よ
び

作
文
「
税
金
に
思
う
y
」
と
」
(
市
販
の
原

稿
用
紙
で
巒
f
程
度
・
自
筆
)
笳
痔
参

(
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
奎
除
く
&
時

3
0
分
～
1
7
時
)
ま
た
は
郵
送
期
限
目

1
2月
2
4日
消
印
有
効

※
応
募
書
類
の

返
却
は
し
ま
せ
ん

選
考
方
法
日
書
類
(

作
文
)
お
よ
び
面
接

申
・
問
先
日
軽

自
動
車
税
係

生

活

環

境

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案

を
縦
覧
に
¥
チ

。
内
容
に
関
係
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事
に
対
し

て
意
見
戀
螽
田
す
る
こ
と
が
で
孝
ま

す
。

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間
日
1
2月
1
4

日
1
2
8日

区
域
日
足
立
区
内

内

容
川
東
京
都
市
計
画
下
水
道
東
京
都
公

共
下
水
道
の
変
更
(
都
知
事
決
定
)

場
・
問
先
川
都
市
計
画
課

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
小
学
校
に
入
学
予
定
で
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
つ
て

い
聿
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
川

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
川

電
話

場
・
申
・
問
先
川
教
育
研
究
所

教
育
相
談
係き

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

掲
示
板

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
)
受
講
生
募
集

日
程
川
①
夜
間
1
月
3
1日
1
4
月
1
3日

②
昼
間
2
月
7
日
～
3
月
2
3日

定

員
日
5
0人

費
用
H
7
万
8
千
円

申

・
問
先
日
医
療
法
人
社
団
福
寿
会

{
一
`
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

蒹
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
目
2
月
1
囗
～
3
月
3
1日
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

対
象
川
高
校
生

以
上
5
0歳
位
ま
で
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

操
作
の
で
き
る
方

申
込
日
履
歴
廚
を

送
付
(
履
歴
瘠
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
)

場
・
申
・
問
先
日
足
立
税
務
署

〒
1
2
0・8
5
2
0

千
住
旭
町
4
-
2
1
　
　
　

a
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

〒
1
2
3
・
8
5
0
1

栗

原
一
-
1
0
-
1
6

s
(
3
8
4
0
)
I
I
I
I

・
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
　

無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、
申
告
書

の
作
成
、
税
務
の
代
理
豪
歹
る
こ
と
は

法
律
で
禁
じ
み
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

専
門
的
知
識
の
欠
如
な
ど
に
よ
っ
て
不

測
の
損
害
を
仮
る
お
そ
れ
も
あ
2

ヂ

。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
税

理
十
ほ
税
理
士
証
票
を
携
帯
し
、
税
理

士
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
い
ま
す
。

問

先
日
東
京
税
理
士
会

`
一
一
(
3
3
5
6
)
4
4
6
1
㈹

・
税
金
な
ん
で
も
相
談
室

日
時
川
第
1
・
第
3
水
曜
日
、午
後
1

時
～
4
時
相
談
方
法
H
電
話
費

用
日
無
料

問
先
日
東
京
税
理
士
会

登
(
3
3
5
6
)
7
1
3
7

臺
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
時
川
1
月
1
2
日
～
3
月
2
9
日
の
毎
週

水
曜
日
、午
後
8
時
～
1
0
時
対
象
日

原
則
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
日
1
回
千
2
0
0円(
貸
し
靴
代
別
、

初
回
の
み
別
途
教
本
代
千
円
)

場
・

申
・
問
先
日
足
立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
(

マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
)
齊
藤
・
很
岡

昔
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

・

「
障
害
児
保
育
・
治
療
教
育
」
学
生

募
集

募
集
開
始
日
1
月
4
日
内
容
H
障
害

児
保
育
・
教
育
・
福
祉
の
専
門
家
養
成

(
夜
間
2
年
課
程
)
問
先
H
う
め
だ
・

あ
け
ぼ
の
治
療
教
育
職
員
養
成
所
大

塚
`
一
一
(
3
8
8
9
)
1
7
0
0

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

日
出
店
者
募
集
日

y
1
2
月
1
9
日
聞
舎
人
五
丁
目
氷
川
神

社
境
内
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
3
0区
画
/
出
店
料
千

円
/
電
話
/
島
崎

昔
(
3
8
9
9
)
5
2
0

只
)

▼
1
2月
2
3日
吩

神
明
東
町
会
グ
ラ
ン

ド

午
前
9
時
I
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電

話
/
大
島

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
2
6
/
J

v
1
2
年
1
月
9
日
剛
北
干
住
イ
ベ
ン

ト
広
場
(
旧
本
庁
舎
跡
)
午
前
9
時

～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止
/
6
0
区

画
/
出
店
料
o
～
2
千
円
/
電
話
/
友

本
a
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

足
立
区
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す
る
た

め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と
し
て
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
書
で

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
登
載
申
請
書
は
1
2

月
2
0日
ご
ろ
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
送
付
し
豕
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
期
限
内
に
必
て

」返
送
く
だ
さ

い
。

期
限
目
1
月
1
0
E必
着

問
先

日
農
業
委
員
会

● 分譲マンション実態調査 区内分譲マンションあて実態調査アンケートを送付済みです。いまだにアンケート用紙が届かない分譲マンションの管理組合等ありました
らご連絡ください。また、米返送のアンケートにつきましては至急送付してください。 問先= 住宅課住宅整備
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建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は

届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
薪
築
、
増
改
築
な
ど
で
出
入
口
を

変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住
居
番
号

(
住
所
)
奩
`
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
正
し

い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
住
民
果

の
異
動
等
の
手
続
き
が
で
喪
汞
せ
ん
。

上
棟
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し
た
ら
、

案
内
聊
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式

の
中
に
あ
n
汞
す
)
竃
」用
意
の
う
λ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
建
物

自
体
は
そ
9

靈
で
も
、
ア
パ
ー
ト
な

ど
の
名
称
が
豕
む
っ
た
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

問
先
日
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
―
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
声
瓦

。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
1
年
以
内
に
水
洗
化
工
亭
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
日下
水
道
局
北
部

第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

豐
(
5
6
9
7
)
2
4
5

』

※
水
洗
化
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
あ

り

問
先
日
計
画
調
整
課
助
成
係

表1 水洗化可能地域

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
結
果
報
告

荒
川
の
散
乱
ご
み
を
調
査
　多
か
っ
た
の
は
何
?

1
0
月
2
4
日
、
「
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
」(
荒

川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
s
)
が
、荒
川
千

住
新
橋
緑
地
～
日
ノ
出
町
緑
地
(
右

岸
)

で

竹
わ
れ
奔
し
た
。
参
加
し
た
の

は

、
早
朝
の
野
球
場
利
用
者
、
老
人
ク

ラ
ブ

、
健
生
第
1
1
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
1
中
・

五
反
野
小
・
弘
道
小
・
弘
道
第
一
小
)

の
雅

兄

な
ど
総
勢
約
聊
入
。

当
刪
は

、
ご
み
を
搭
い
な
が
ら
ご
み

調
査
の
作
某
奮
竹
い
奔
に
た
(

結
果
は

表
2
)

。水
辺
を
憩
い
の
場
と
し
て
よ
り

快
適
に
利
用
考
夂
だ

め
に

、
一
人
ひ
と

ひ
が
マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け

声
し
ょ
う

。

ま
だ
、
清
掃
終
了
後
簡
単
な
バ
ッ
ク
テ

ス
ト
に
よ
る
荒
川
の
水
質
調
査
も
行
い

ま
し
た
。

問
先
日
計
画
調
整
課
計
画

表2 散乱ごみワースト5

紙
門
松
を
配
布
し
ま
す

省
資
源
運
動
の
一
環
と
し
て
作
成
し

て
い
る
紙
門
松
で
す
か

、
今
年
は
1
2月

上
旬
か
ら
町
会
・
自
治
会
g
堰
じ
て
各

家
屁
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

区
民
事
務
所
の
窓
口
に

も
紙
門
松
の
用
意
を
し

て
い
嫐
歹
の
で
、
お
手

元
に
届
か
な
い
場
合
は

最
寄
り
の
区
民
事
務
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
先
日
あ

し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事

務
局
(
地
域
振
興
課
育
成
係
)

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

W
M

日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
お

よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
杳
ほ
工
業
の
実
態

蠹
叨
ら
か
に
す
る
こ
と
函
G
的
と
し
、

そ
の
結
果
は
国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
夊
曾
汞
y
。調
査
の
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
1
2
月
中
旬
か
ら
調
査
貝
が

伺
い
ホ
y
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
対
象
H
製
造
業
を
世
む
事
業
所

問
先
日
総
務
課
統
計
係

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ワ
ー
ス
ト
L
か
硲
郢
し
た
綾
瀬
川

を
、
魚
の
群
れ
る
き
れ
い
な
川
に
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
2
1地
域
協
議
会
の
呼
び
か
け

で
、
1
0月
3
1日
、
都
立
柬
綾
瀬
公
園
に

お
い
て
開
か
れ
声
し
た
。
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
・
昔
の
遊
び
・
綾
瀬
川
の
浄
化
を
違

め
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の
楽
し
い
内
容

に
多
く
の
区
民
が
参
加
し
、
特
に
古
千

谷
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
毛
長
川
の
紙

芝
居
を
熱
心
に
聞
韋
(
つ
て
い
ま
し
た
。

問
先
日
環
境
課
調
査

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

催
し
物
ガ
イ
ド

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

期
間
卜
1
月
～
3
月
の
第
2
・
第
4
土

曜
日
、
午
後
1
時
1
2

時
3
0分

対

象
日
6
0歳
以
上
で
区
内
在
住

内
容
日

至

阿
繦
/
編
物
/
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

定
員
日
3
0人
(
抽
選
)

費
用
川
無
料
(

教
材
費
一
部
負
担
)

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
日
切一

月
1
6日
必
着

※
前
期
妻
薮
穿
を
受

講
し
た
方
や
ほ
か
の
教
苳
蚕
捏
受
講

中
の
方
お
よ
び
一
種
目
の
み
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問
先
日

参
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木

間
4
1
9
-
1a

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

第
8
回

都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
情
報
力
が
モ
ノ
づ
く
り
を
変
え
る
～

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
ら

く
、
新
結
合
・
創
造
の
時
代
～
』

足
立
・
荒
川
・
板
橋
・
北
の
4
区
共

催
で
、
工
業
の
活
性
化
と
企
業
間
の
交

流
を
目
的
と
し
た
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
閧
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
ひ
聿
歹
。

・
都
市
型
工
業
フ
″
上
フ
ム

日
時
川
2
月
4
日
窗
、午
後
1
時
～
5

時
内
容
日
①
基
調
講
演
「新
世
紀
・

新
生
日
本
の
進
路
～
情
報
力
が
つ
く
る

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
1
」②
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「生
き
残
る
製
造
業

の
条
件
～
情
報
力
を
ど
う
恬
か
す
か
～

」

講
師
日
①
牧
野
舁
氏
②
唐
芒

氏

申
込
日
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
企
業
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記

期
限
日
1
月
1
4

日
幽
企
業
情
報
交
流
会

日
時
日
2
月
4
日
畄
、
午
後
5
時
3
0分

～
7
時
3
0分

内
容
日
企
業
間
の
情
報

交
換
会
/
受
発
注
の
情
報
交
流
会

費

用
日
4
千
円

※
別
途
申
込
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限

目
り一月
2
4日

-

い
ず
れ
も
。卜

場
所
H
荒
川
区
ホ
テ
ル
ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド
2

腑
ほ
か

申
・
問
先
日
産
業
振
興
課

工
業
振
興
係

〒
1
2
0
・
8
5
F
叺
中
沢

本
町
―
-
1
7
1
1

砌
(
3
8
8
0
)
5
6
0
1

実
用
的
ご
み
学
講
座

「
ごみ
・
リ
サ
イ
ク
ル
最
前
線

と
私
た
ち
の
暮
ら
し

」

日
程
等
日
表
3
対
象
日
原
則
4
回
受

講
で
き
る
方
定
員
日
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
日
無
料
申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
と
「実
用
的

ご
み
学
講
座
受
講
希
芦
と
明
記
期

限
日
1
月
1
1
‥
J
日
必
着
※
車
で
の
来
場

不
可
塲
・
申
・
問
先
H
あ
だ
ち
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
〒
閇
一
・
〇
〇
1
1
中
央

本
町
2
-
9
-
―昔

(
3
8
8
0
)
9
8
0

乙

表3 実用的ごみ学講座日程等

冬
花
展
示
会

日
時
日
杪
一
月
1
3
日
照
、午
後
1
時
～
5

時
/
1
4
日
吻
、午
前
8
時
3
0
分
I
午
後

5
時
/
1
5
日
團
、午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
4
時

場
所
日
区
役
所
―
階
ロ
ビ
ー

内
容
H
区
内
の
花
き
農
家
が
栽
培
し
た

フ
リ
ー
ジ
ア
、ユ
リ
、
葉
ボ
タ
ン
な
ど

約
4
0点
奎
展
示

※
1
3日
午
後
1
時
か

ら
先
着
1
0
0人に
花
を
配
布
(
午
後
p一時
3
0

分
よ
ひ
整
理
券
配
布
予
定
)

問
先

川
農
産
係

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

専
門
科
目
「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」

専
門
科
目
と
別
に
開
催
す
る
共
通
科

目
の
試
験
に
合
格
す
'夕
足
立
区
公
認

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
認
定
・
登
録

が
で
き
ま
す
。

日
程
等
川
表
4

場

所
卜
興
本
セ
ン
タ
ー

対
象
川
区
内
在

住
・
在
勤
の
迴

苡
上
の
方
で
現
在
指

導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ
び
地
域
指
導

者
を
目
指
す
方

申
込
目
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
、
種
目
名
と
経
験
年

数
、
所
棗
団
体
を
明
記

期
限
H
1
月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
日
体
育
課

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

表4 公認スポーツ指導員
養成講習会

いずれも時間は
午前9時～午後5時

放
置
自
転
車
禁
止
区
域

京
成
関
屋
駅

牛

田

駅

周
辺

駅
周
辺
の
路
上
や
広
贇
`

ど
に
無
秩
序
に
大
量
の
自
転

車
が
放
置
さ
れ
て
嫐
T
。
歩

く
と
き
の
邪
魔
に
な
っ
た
り
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
ひ
っ
か
か
っ

た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
火
事
な
ど
の
緊
急
事

態
が
起
き
た
と
き
、
放
置
自

転
車
が
大
忝
な
妨
げ
に
な
り

ま
す
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む

ね
M
m
以
内
を
目
転
車
放
置

翠
止
区
域
に
指
定
し
、
`
m

区
域
内
の
放
置
自
転
車
夲
撤

去
し
て
い
嫐
T
。
撤
去
し
た

自
転
車
は
自
転
車
移
送
所
に

保
管
し
、
引
忝
と
る
際
に
撤

去
料
と
し
て
2
千
円
を
祠
め

て
い
た
だ
空
車
y
。
吏
だ
、

撤
去
後
冫
ヵ
月
鷽
憑
叉
と

処
分
し
l
y
。
必
ず
自
転
車

置
き
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
足
立
郵

便
局
隣
ひ
の
関
屋
自
転
車
駐
車
場
は
一

日
利
用
も
で
瀲
汞
す
。

・
盗
難
1
1
1転車
の
放
置
増
加

驫
詆
れ
た
と
き
は
す
ぐ
に
警
察
に
盗

難
届
を
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
自
転
車
に

は
必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
、
住
所
と
名

前
を
記
入
し
、
鍵
は
二
重
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

・
冬
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

ふ
蕀
み
な
ど
学
校
が
休
み
の
期
間
中

は
学
生
・
牛
徒
の
自
転
車
の
放
置
が
目

立
ち
豕
y
。
「
う
っ
か
ひ
敢
苣
で
、
撤
去

料
を
支
払
う
」
こ
と
の
な
い
よ
う
'
訟

意
ぐ
だ
さ
い
。

▽
区
営
自
転
車
駐
車
場

関
屋
自
転
車
駐
車
場
・
=千
住
曙
町
4
2
-
1

昔
(
3
8
7
9
)
2
3
2
1
n

▽
自
転
車
移
送
所

中
央
本
町
移
送
所
・
:足
立
4
1
1
6
-
1
9

先

問
先
川
自
転
車
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
一
部
臨
時
休
業

・
女
性
相
談
室

相
談
員
の
研
修
の
た
め
次
り
と
お
り

休
業
し
豕
y
。
な
お
、
こ
の
期
間
は
相

談
の
予
約
も
休
業
し
ま
す
。

期
間
H
p

一月
2
4日
1
1
月
5
日

問
先
川
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談
室

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

・
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
情
報
資
料
室
　

特
別
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

期
間
日
p一
月
2
5日
～
1

月
4
日

問

先
日
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

イラスト・身近 な話題を募集中!

み んなの
ペ ージ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1
申・問先= 広報
〒120- a510 ゆ

2
5
m泳
げ
た
よ
!

中
川
小
2
年
　
金
野
佑
紀
さ
ん

夏
休
み
の
目
標
に
2
5
m泳
げ
る
よ
う

に
な
n
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
す
い
す

い
ら
ん
ど
綾
瀬
で
さ
っ
そ
く
練
習
に
と

口
か
か
n
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
中
に
入

っ
て
「
向
こ
う
の
壁
ま
で
行
こ
う
」
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
力
い
っ
ぱ
い
壁

膏
け
っ
て
ク
ロ
'・・ル
で
泳
ぎ
、
一
生
懸

命
手
を
回
し
、
バ
タ
足
を
疲
れ
る
ぐ
ら

い
続
け
冥
に姙
丿
蜃
と
き
、
水
を
お

な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ぐ
ら
い
飲
ん
で

匚
汳
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
息
が
苦
し

く
な
っ
て
足
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
r
だ
。

父
が
「
あ
と
5
m
だ
か
う
り
つ
I
回

泳
い
で
み
た
ら
」
と
言
っ
た
の
で
、
く

や
し
い
し
、
も
う
I
回
や
っ
て
み
ぷ
つ

と
思
い
ま
し
た
。
手
か
壁
を
タ
ッ
チ
し

た
と
き
「
や
っ
た
。
2
5
m泳
げ
た
。
や

っ
た
。」
と
喜
び
ま
し
た
。

泳
ぎ
終
わ
っ
た
あ
と
疲
れ
な
け
れ
ど

今
度
は
平
泳
ぎ
で
2
5
mを
恷
是
い
と

思
い
ま
す
。

(広
報
課
か
ら
)
目
襷
達
成
お
め
で
と

う
。
平
恷
卮

が
ん
ぱ
っ
て
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
2
0
)

西
新
井
大
師

正
月
の
初
詣
は
茆
ま
り
に
有
名
で
、

毎
年
大
勢
り
人
で
に
ダ石
い
ホ
瓦

ま

た
毎
月
1
日
と
2
1囗
に
も
露
店
が
た
ぐ

さ
ん
出
て
に
ぎ
や
か
で
す
。

草
団
子
や
葛
餅
、
せ
ん
べ
い
な
ど
妾

売
る
店
が
軒
を
連
ね
る
参
道
の
奥
に
、

区
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
風

格
の
あ
る
山
門
が
建
っ
て
い
ま
す
。
山

門
の
中
を
の
ぞ
い
て
見
れ
ば
、
怖
い
顔

の
仁
王
様
が
。
広
い
境
内
に
は
、
お
参

し
す
る
人
、
(
卜
と
遊
ぶ
小
さ
な
子
、

そ
の
お
か
あ
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

大
忝
な
錦
鯉
の
泳
ぐ
池
の
ほ
と
り
で
話

し
に
花
を
陟
が
せ
る
お
年
寄
只

曾
。

時
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
ま
す
。

今
年
も
1
2月
2
1日
は
「
納
め
の
大

師
」。一
年
の
し
め
く
く
り
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

{広
報
課
}

西
新
#

1
ふ
J
トー
東
武
線
大
師
前

駅
下
辜
气

匸

し
べ

二

作
∠
ン

〈
　
　

`
t
“

,ー
』
4
″
・
・
i
l
r
″
“
`
『
'
・
″
7
`
i
・
・
″
・
、
・
-
`
'
‘

▲ 三が日は人で埋めつくされます

花だより
椿

ツ
バ
キ
と
い
う
と
つ
や
つ
や
し
た
濃

い
緑
の
葉
に
肉
厚
の
紅
花
を
運
頏
す
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
東
洋
の
バ
ラ

と
も
呼
ば
れ
た
ツ
バ
キ
は
観
賞
用
に
多

く
の
園
芸
品
種
が
作
ら
れ
、
英
米
産
の

い
わ
ゆ
る
洋
ツ
バ
キ
も
含
め
多
彩
で
y
。

古
代
に
は
神
聖
な
木
と
し
て
天
皇
の

権
威
の
象
徴
と
も
さ
れ
、
時
代
が
下
っ

て
♀
利
休
だ
九
成
し
た
わ
び
茶
の
世
界

で
は
、
茶
席
を
飾
る
一に
と
し
て
好
ま
れ

ま
し
た
。

吏
繼
実
か
ら
採
れ
る
ツ
バ
キ
油
は
、

古
来
よ
り
食
用
油
・
灯
油
の
ほ
か
、
髪

油
と
し
て
女
性
の
美
容
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
し
た
。
か
つ
て
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ

た
ち
は
紅
白
の
ツ
バ
キ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

や
花
束
で
飾
り
、
夜
会
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
と
し
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
も
ツ
バ
キ
で
夭
し
く
装
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
三
ぷ

。

(公
園
緑
地
課
〉

・
区
内
で
ツ
バ
牛
司
見
一
れ
る
公
園
づ
・

▽
都
市
農
業
公
匿
(
鹿
浜
2
-
4
4
謇
-

1
)

ん
久

卷
ぺ

匸
や
・

▽
花
畑
記
念
庭
園
迎

畑
皿
丿
4
0玉

・
1
)
再

王

謡

卜
F

り

づ゙
-ふI

※
公
園
内
で
犬
の
綱
を
卮
す
の
は
や
め

ま
し
ょ
う

絵: 武田信子さ ん( 鹿浜二丁目)

スケッチあだち
このコーナーではまちの情報・話題を
お待ちしています。
問先= 広報係3880- 5111 ㈹

女
性
行
動
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
少
子
社
会
と
子
育
て
』

日
時
日
2
月
8
日
吻
、
午
後
6
時
4
5分
1
8

時
4
5分

申
込
日
直
接
窓
口
ま
た

は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

※
2
歳
以
上
学

齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ
り

期

限
川
1
月
2
5日

場
・
申
・
問
先
日
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
2

り
』

照
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

4
筝
で
奏
で
る
ク
リ
ス
マ
ス

日
時
日
1
2
月
1
7
日
倒
、
午
後
o
時
2
5
分
～

1
時

内
容
卜
箏
曲
演
奏

出
演
目

足
立
区
三
曲
協
会

鮨
女
声
合
唱
団
「
葦
」
ク
リ
ス
マ
ス
に

う
た
う…

日
時
H
1
2
月
2
1
日
叫
、
午
後
o
時
2
5
分～

5
5分

内
容
川
吉
よ
し
こ
の
夜
/
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
/
い
い
日
旅
立
ち
ほ
か

出
演
目
女
声
合
唱
団
「
葦
」

-

い
ず
れ
‘
i
y
に卜
に

場
所
川
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
先
川

艾
化
振
興
係

`
-
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

・
墓
呆
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
2
8

回
ク
リ
ス
マ
ス

ーチ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト

日
時
川
1
2
月
2
3
日
吩
、
午
後
6
時
3
0
分
～

場
所
日
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費

用
日
無
料

問
先
日
少
年
少
女
合
唱
団

事
務
局

昔
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ト
ル
コ
・
台
湾
地
震
義
援
金

暇
隨
計
黼
膕
找

讎
啀
黙
訌
J
四

牡
に
祿
難

蓊
〆
‘
'
-
‘
、
‘
・

サンダル履 きで
気
軽
に
行
け
る
コ
ン
サ
ー
卜

柳
原
音
楽
祭
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柳
原
葭
栄
会
が
主
催
す
る
柳
愿
墨

祭
。
今
年
で
7
回
目
岑
迎
え
、
足
立
シ

テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
柳
原
小
学
校
体
育
館

は
、
秋
の
ひ
と
と
疂
包音
楽
で
楽
し
も

息

約
5
0
0人の
濶

心
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
演
奏
は
馴
染
み
の
あ
る
曲
で

始
ま
り
、
楽
器
を
紹
介
匚
な
が
ら
の
演

奏
、
最
後
に
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
1
の
交

響
曲
が
館
内
に
響
き
渡
6
ま
し
た
。
演

奏
が
終
っ
た
と
き
、
館
内
は
わ
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
に
包
贏
れ
ま
し
た
。
身
近

攵
口楽
祭
で
、
観
客
は
芸
術
の
秋
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲ すばらしい
響きを満喫

▲ 足立シティオーケストラ(汐澤安彦氏指揮)

手作り神輿(み こし) だ

ソイヤッ! ソイヤッ!

1
0月
3
1日
、
梅
田
二
丁
目
で
東
睦
会
の
お
祭
り
が
あ
り
ま
し

た
。「
こ
の
地
区
は
、
3
年
に
1
回
し
か
お
祭
り
か
な
ぐ
、毎
年

お
祭
り
が
あ
っ
た
ら
と
の
思
い
で
、
1
0年
前
神
輿
好
き
の
仲
間

が
集
ま
っ
て
東
睦
会
を
作
っ
た
ん
で
す
」
と
巫
子
茂
司
会
長
さ

ん
。
自
慢
の
お
神
輿
は
、
当
時

工
務
店
を
営
ん
で
い
た
地
元
の

長
谷
川
年
蔵
さ
ん
を
中
心
に
祭

ひ
好
き
の
人
た
ち
が
、
2
ヵ
月

か
か
っ
て
完
成
さ
せ
た
も
の
。

周
辺
の
町
会
や
他
の
神
輿
の
会

の
応
援
も
あ
っ
て
、
当
日
の
担

莟
壽
原
人
。
秋
晴
れ
の
下
ソ

イ
ヤ
ッ
!
ソ
イ
ヤ
ッ
!
」
の
掛

け
声
が
町
じ
ゅ
う
に
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

山
ノ
内
町
が
や
っ
て
き
た

初
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
nあ
だ
ち

足
立
区
と
友
好
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
る
長
野
県
山
ノ
内
町

の
イ
ベ
ン
ト
が
H
月
1
2日
、
区

役
所
南
館
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
温
泉
の
出
前
や
産
地
直
送

の
農
産
物
市
な
ど
で
山
ノ
内
町
を
P
秡

き
の
こ
や
そ
ぱ
な
ど
山
ノ
内
町
の
味
覚

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
出

前
さ
れ
た
人
工
の
雪
山
に
は
、
子
ど
も

た
ち
は
ひ
ζ
足
は
や
い
雪
景
色
に
大
喜

び
で
し
た
。
あ
い
に
く
降
り
出
し
た
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
人
が
訪
れ
、

山
ノ
内
町
と
の
交
流
も
さ
ら
に
深
ま
り

ま
し
た
。

わ一い。雪だ。●・

▲ 山ノ内町の「昧」を
プレゼント

地域で育む心の教育
「道徳授業地区公開講座」

い
1
1
い月
1
日

、
梅
島
第
一
小
学
校
(

坂

元
直
子
校
長
)
で
都
教
育
委
員
会
と
共

催
に
よ

る

「
道
徳
授
業
地
区
公
開
講

座
」
が
開
か
れ
ま
し
た

。
こ
れ
は
、
保

護
者
卮

賢

詬

地
域
の
人
た
ち
が
学
校

で
の
道
徳
授
業
の
参
観
釁
と
お
し
て

、

心
の
教
育
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

に
お
け
る
道
徳
教
育
の
あ
ぴ
方
、
今
後

の
連
携
に
つ
い
て

、
怛

油

解
を
深
め

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
会
場

の
体
育
館
で
は

、
地
元
で
3
0
0年
前
か
ら

続
い
て
い
る
島
根
ぱ
や
匚
蔘
痼
材
に
し

た
自
作
資
料

「
町
の
宝
だ
か
ら

」
を
も

と
に

、
6

年
2

組
の
子
ど
石

た
ち
と

校

長
先
生
・
教
頭
先
生
・
担
任
の
先
牛
が

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
一
緒
に
な

っ
て
郷
土
を
愛
す
る
E心
に
つ
い
て
考
え

合
い
ま
し
た
。
授
業
後
の
意
見
交
換
で

は

「
モ
ラ
ル
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な

べ

子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
考

え
を
述

べ
る
い
い
道
徳
授
業
だ
っ
た
」

「
地
域
の
伝
統
や
お
祭
圦

笑

々
(
四
y心

を
つ
な
ぎ
、
心
が
一
つ
に
な
れ
る

。
そ

り

心
が
育
っ
て
行
く
)

ほ
か
活
発
な
意

見
が
参
会
者
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

秋
…
キ
ク
香
る1

1月
、
入
谷
南
中
学
校
で

は
、
3
年
生
の
生
徒
た
ち
が

育
て
た
1
0
0鉢以
上
の
彳
ク
が

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。こ
9
f
ク
の
栽
培
は

校
長
先
生
が
「
生
徒
一
人
ひ

と
ひ
が
自
分
の
キ
ク
を
育
て

る
こ
と
で
、
自
然
を
大
切
に
す
る
y
心
を

養
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
地
域
の
専

門
家
の
み
尽
さ
ん
の
協
力
奮
得
て
始
め

た
も
の
で
す
。

春
の
さ
し
芽
か
ら
始
ま
り
、
夏
に
は

日
照
ひ
か
ら
守
り
、
秋
に
花
を
つ
け
た

キ
ク
萱
E
に
「
毎
E
の
手
入
れ
が
大
変

だ
っ
た
」、「
ち
ゃ
ん
と
成
長
す
る
か
心

配
だ
っ
た
け
ど
、
花
が
咲
い
た
と
き
は

う
れ
し
か
っ
た
」
と
生
徒
た
ち
は
話
し

て
ぐ
れ
ま
し
た
。

F
手
塩
に
掛
け
た
キ
ク
を
前
に
、

み
な
さ
ん
満
足
感
で
い
っ
ば
い
。

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

仲
間
と
楽
し
く
カ
ー
ニ
バ
ル

1
0月
3
1日
、
西
部
障
害
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
通
所
訓
練
者
の
貶

」ろ
の

成
果
の
発
表
と
、
福
祉
関
係
情
報
の
紹

介
、
町
会
、
父
母
会
な
ど
の
地
域
住
民

に
よ
る
傴
り
だ
く
さ
ん
の
手
作
り
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、
す
い

と
ん
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
、
通

所
者
手
作
り
の
か
わ
い
い
妻
冨
の
販

売
な
ど
夭
い
に
に
が
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
お
だ
や
か
、攵
吊
か
、た
だ
た

だ
楽
し
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
本
障

害
者
ダ
ン
ス
推
進
会
の
指
導
で
、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
明
る
い
音
楽

に
ダ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、
参
加
者
全
員

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

古紙配合率70% 再生紙を使用しています YaNR237, 000


